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グランプリ
給排水工事オンライン申請システムの共同導入

～西三河 5 市によるデジタル広域連携～
豊田市上下水道局・岡崎市上下水道局・安城市上下水道部・西尾市上下水道部・知立市上下水道部

PR ポイント!
・事前相談から工事完了までの業務プロセスをワンストップ申請
・給水及び排水の工事申請システムを統一したことによる重複投資の回避
・共同調達により、イニシャル及びランニングのコスト削減
・給排水のシステム統合と広域連携による相乗効果で事務効率が最大限に向上

上下水道一体　広域化・共同化　ＤＸ
申請者の利便性向上と申請事務を最大限に効率化することを目的に

給水と排水の工事申請を統合した電子申請システムを西三河５市で共同導入

＼全国初！／

＜給排水工事に特化した電子申請システムを広域で調達した全国初の取組！＞
○�豊田市が提案した「給排水工事オンライン申請システム」の広域導入について、愛知県下 44自治
体と導入検討を進め、最終的に賛同いただいた４市（岡崎市・安城市・西尾市・知立市）と令和 6
年 3月に協定を締結し、システムの共同開発を行いました。

○合同プロポーザルによりベンダーを選定し、令和 7 年 4 月から西三河 5 市で運用しています。

○�「行政手続デジタル化３原則」に則り、申請業務の効率化と申請者の利便性向上を実現しています
！また、検討段階で、44自治体の課題や要望を分析した上で要件定義をしており、汎用性が高く、
他自治体でも導入しやすい設計が実現しました。

○�広域連携による調達により、価格面等で有利な提案も受けられ、特に中小自治体にとって有効な調
達手法となっています！

■ これから（Online） ■■ いままで（紙） ■

× ×



Key Person
本プロジェクトは、県内４４自治体が参加してスタートしましたが、検討を進める過
程でシステムに対する各自治体の思惑が異なるなど、広域連携の難しさを痛感しまし
た。最終的には、賛同を得た西三河５市で取組を進めることとなりましたが、自治体
間で異なる業務プロセスやセキュリティポリシーの調整に苦慮しました。
しかし、共同導入が実現したことで、５市による相互支援や協力体制が強化できたと
実感しています。事務局としては、至らぬ点が多々ありましたが、参加自治体を始め
とする関係者の皆様方のご支援ご協力に対して心より御礼申し上げます。

豊田市上下水道局
担当長　下村　義人




